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第１回定例会第１回定例会
除雪費など補正除雪費など補正除雪費など補正

はまなす学園大学 入学式・始業式はまなす学園大学 入学式・始業式

YouTube 好評配信中！YouTube 好評配信中！

令和 8年度予算グラフ令和 8年度予算グラフ令和 8年度予算グラフ

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会

町政を４名が問う町政を４名が問う町政を４名が問う
一般質問一般質問
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町
長

　

継
続
し
て
協
議
す
る
旨

を
中
川
町
長
に
話
し
て
い

ま
す
。

　

除
雪
委
託
業
務
の
請
求

は
日
報
や
除
雪
車
の
タ
コ

メ
ー
タ
ー
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

▲中川便のバス

　

高
校
通
学
の
た
め
天
塩

・
中
川
間
を
運
行
す
る
バ

ス
の
経
費（
約
1
千
万
円
）

に
つ
い
て
、
7
年
度
か
ら

燃
料
代
1
0
0
万
円
を
中

川
町
が
別
途
負
担
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
総
体

に
占
め
る
割
合
と
し
て
は

1
割
程
度
。
中
川
町
と
折

衝
す
る
考
え
は
。

　

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、

総
額
を
56
億
4
5
0
0
万

円
と
す
る
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

病院事業特別会計繰出金

町道除排雪委託料

歳出（主なもの・増額分）

※事業完了に伴う執行残経費の減などにより、
　全体としては約7,200万円の減額補正。

9,440万円

3,067万円

一
般
会
計

補
正
予
算

各
事
業
完
了
に
よ
り

約
7
2
0
0
万
円
を
減
額

　

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

除
雪
車
に
端
末
を
積
ん
で

い
ま
す
。
走
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

分
か
る
仕
組
み
で
、
デ
ー

タ
は
逐
一
シ
ス
テ
ム
に
送

信
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
稼
働
時
間
を

算
出
し
、
予
算
管
理
も
し

て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
夕

映
な
ど
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
株
式
会
社
虎

（
白
老
町
）
を
指
定
。
期

間
は
1
年
間
。

　

こ
の
ほ
か
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
天
塩
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
5
年
間
）、

町
営
草
地
は
天
塩
町
酪
農

振
興
公
社
（
3
年
間
）
を

指
定
。 そ　

の　

他

建
設
課
参
事

▲指定管理者が決まった夕映

▲排雪作業のようす

〇除雪費と病院運営費を増額
〇夕映など各施設の指定管理者を指定
〇除雪費と病院運営費を増額

定例会のハイライト定例会のハイライト 第１回
定例会
第１回
定例会
第１回
定例会
3月9日・17日・18日

渡
辺

石
山

質
疑
要
旨

令和８年５月13日 発行
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予算グラフ
一般会計

54億1,600万円54億1,600万円54億1,600万円
令和8年度

国 民 健 康 保 険 事 業
簡　易　水　道　事　業
病　　院　　事　　業
下 　 水 　 道 　 事 　 業
介　護　保　険　事　業
介護保険サービス事業
後 期 高 齢 者 医 療
町民保養センター事業

会　　計　　名

一　　般　　会　　計 54億1,600万円

全　会　計　合　計

令和８年度 令和７年度 前　年　比 増減率

4億1,000万円
6億5,947万円
8億8,800万円
4億5,276万円
3億7,600万円
1億4,180万円
6,540万円
7,780万円

84億8,724万円

52億9,000万円

4億4,000万円
6億5,576万円
8億2,260万円
4億2,173万円
3億6,200万円
9,410万円
5,950万円
7,780万円

82億2,349万円

＋1億2,600万円

△3,000万円
＋371万円
＋6,540万円
＋3,103万円
＋1,400万円
＋4,770万円
＋590万円
増減なし

＋2億6,374万円

2.4%

△6.8%
0.6%
8.0%
7.4%
3.9%
50.7%
9.9%
0.0%
3.2%

特　
　

別　
　

会　
　

計

支出
（歳出）

地方交付税
26億9,000万円

町税　4億4,714万円
寄附金　1億5,000万円

使用料及び手数料　1億950万円

諸収入等　2億441万円
繰入金　3億7,618万円

総務費
11億3,802万円

民生費
8億6,521万円

土木費
10億2,331万円

返済金（公債費）
5億1,295万円

教育費
4億3,687万円

議会費　6,978万円
予備費など　223万円

消防費
1億9,963万円

商工費　2億3,282万円

衛生費
5億4,262万円

労働費　104万円
農林水産業費　3億9,147万円

その他の交付金等
2億181万円

国・道支出金
6億8,544万円

借入金（町債）
5億5,150万円

令和８年５月13日 発行
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収入
（歳入）

自主財源
24％

依存財源
76％
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予算等審査特別委員会で行われた
質疑の一部をお知らせします。

町
外
で
取
得
す
る
方
法
は

証
明
書
等
の
広
域
交
付

行政手続

　

町
外
で
住
民
票
等
の
証

明
書
が
必
要
な
場
合
、
不

便
だ
と
聞
く
。
コ
ン
ビ
ニ

交
付
は
で
き
な
い
の
か
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
コ
ス

ト
が
大
き
く
未
参
加
で
す

が
、
広
域
交
付
制
度
に
よ

り
全
国
の
市
町
村
窓
口
で

請
求
す
る
こ
と
は
可
能
で

す
。

住
民
課
長

桑
田

転
入
者
に
も
拡
大
し
て
は

徹底審査徹底審査
令和8年度予算令和8年度予算

多
文
化
共
生
推
進
経
費

多文化
共生

　

外
国
人
を
対
象
に
し
て

い
る
本
事
業
に
つ
い
て
、

転
勤
し
て
く
る
方
も
含
め

て
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
ロ
ン
の

よ
う
な
も
の
を
開
催
し
て

は
。

　

交
流
な
ど
含
め
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

企
画
商
工
課
長

山
本

新
た
に
何
か
考
え
て
は

冬
の
イ
ベ
ン
ト　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
ス
キ

ー
大
会
程
度
。
町
民
が
楽

し
め
る
、
雪
を
い
か
し
た

も
の
を
何
か
考
え
て
は
。

　

こ
れ
ま
で
も
協
議
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
関

係
団
体
と
前
向
き
に
協
議

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
商
工
課
長

菊
地

職
員
の
採
用
状
況
は

職
員
採
用
実
行
支
援
委
託
料

　

社
会
人
枠
の
採
用
に
係

る
支
援
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
う
い
っ
た
会
社
を
使
わ

な
け
れ
ば
採
用
で
き
な
い

時
代
な
の
か
。

　

令
和
7
、
8
年
度
は
新

規
採
用
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
は
ゼ
ロ
が
続
い

て
い
た
た
め
、
社
会
人
枠

の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

石
山

8
年
度
の
内
容
は

敬
老
事
業

敬老会

　

敬
老
事
業
は
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
る
。
今
年
度
の
内
容
は
。

　

対
象
者
に
2
千
円
の
商

品
券
を
配
布
す
る
ほ
か
、

町
民
文
化
祭
と
合
わ
せ
て

合
同
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

福
祉
課
長
補
佐

後
藤

委員会の様子はYouTube
で視聴できます。

2日間で （ ）休憩時間
含む9時間13分9時間13分

職員採用イベント



令和８年５月13日 発行

天
塩
へ
移
転
要
望
を

留
萌
家
畜
保
健
衛
生
所（
道
機
関
）

農　政

　

留
萌
家
畜
保
健
衛
生
所

が
宗
谷
の
幌
延
町
に
あ
り
、

使
い
に
く
い
。
天
塩
に
あ

れ
ば
相
談
し
や
す
い
。
来

て
も
ら
う
こ
と（
移
転
）は

で
き
な
い
の
か
。

　

北
海
道
へ
の
要
望
の
中

で
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

菊
地

信
頼
関
係
築
き
回
収
を

税
負
担
の
公
平
性

町　税

　

滞
納
繰
越
金
70
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
信
頼

関
係
が
な
け
れ
ば
、
う
ま

く
回
収
で
き
な
い
と
思
う
。

こ
の
金
額
は
目
標
か
。

　

目
標
で
は
な
く
一
定
の

設
定
金
額
で
あ
り
、
こ
れ

以
上
回
収
で
き
る
よ
う
鋭

意
努
力
し
ま
す
。

住
民
課
主
幹

長
山

費
用
対
効
果
は

天
塩
川
し
じ
み
ま
つ
り

しじみ
まつり

　

し
じ
み
ま
つ
り
の
経
費

1
2
0
0
万
円
の
費
用
対

効
果
は
。
過
去
の
よ
う
に

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
方
が
効

果
的
で
は
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
P

R
な
ど
、
観
光
協
会
の
役

員
と
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

企
画
商
工
課
長

山
本

駆
除
の
体
制
は

有
害
鳥
獣
駆
除
経
費

有害鳥獣
対策

　

駆
除
経
費
の
増
額
理
由

と
春
グ
マ
駆
除
の
体
制
は
。

　

焼
却
処
理
施
設
が
完
成

し
、
シ
カ
の
頭
数
を
5
0

0
頭
か
ら
7
0
0
頭
に
増

や
し
た
た
め
で
す
。
春
グ

マ
駆
除
は
経
験
者
が
お
ら

ず
、
で
き
る
体
制
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
課
長
補
佐

渡
辺

維
持
で
き
る
方
法
考
え
て

病
院
事
業
特
別
会
計

　

一
般
会
計
か
ら
年
間
3

億
数
千
万
円
繰
り
入
れ
て

い
る
状
況
。
病
院
を
維
持

で
き
る
方
法
を
今
か
ら
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
。

　

今
回
購
入
す
る
胃
カ
メ

ラ
も
活
用
し
、
収
入
を
上

げ
る
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

て
ほ
し
い
と
指
示
し
て
い

ま
す
。

町
長

渡
辺

鏡
沼
の
環
境
改
善
に

浚
渫
土
砂

鏡　沼

　

浚
渫
し
た
土
砂
を
鏡
沼

に
入
れ
、
冬
期
間
に
ヘ
ド

ロ
を
一
緒
に
回
収
す
れ
ば

き
れ
い
に
な
る
の
で
は
。

国
に
要
望
し
て
は
。

　

開
発
局
に
相
談
・
要
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

菊
地

5

病　院
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①
町
営
住
宅
に
お
け
る
入
居
者
の
緊
急
連

絡
人
、
身
元
引
受
人
の
設
定
は
。

②
高
齢
者
へ
の
見
守
り
支
援
の
仕
組
み
は
。

③
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
な
ど
が
、
在
宅

生
活
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
や
親
族
が
身

元
引
受
を
拒
否
し
た
場
合
な
ど
の
対
応
は
。

①
国
の
通
知
を
受
け
、
令
和
2
年
に
条
例

を
改
正
し
、
「
緊
急
連
絡
人
の
連
署
し
た

天
塩
町
営
住
宅
賃
借
契
約
書
を
提
出
す
る

こ
と
」
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
緊
急
連

絡
人
の
確
保
が
困
難
な
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
住
宅
選
考

委
員
の
見
解
を
伺
い
、
建
設
課
と
福
祉
課

が
連
携
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

②
近
所
や
町
内
会
で
の
見
守
り
、
民
生
委

員
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
、

孤
独
死
防
止
に
係
る
連
携
協
定
に
よ
る
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
で
の
見

守
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
8
年

度
に
は
新
た
に
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
方
な
ど
を
対
象
に
、
見
守
り
機
能
の
あ

る
機
器
の
購
入
と
利
用
支
援
に
よ
り
、
重

層
的
な
見
守
り
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

③
対
象
者
が
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
介
護
認
定
の
申
請
や
住
居
関
係
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
判
断
能
力
に
よ
っ
て
は
成
年

後
見
制
度
の
利
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
役
割
分
担
を
し
な
が

ら
体
制
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

①
町
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
高
齢
者
の

人
数
は
。

②
緊
急
時
の
た
め
に
、
訪
問
者
等
が
緊
急

連
絡
先
が
分
か
る
よ
う
な
方
法
は
な
い
の

か
。

①
65
歳
以
上
の
入
居
者
は
約
1
5
0
人
で

す
。

②
全
世
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
力
し
、
緊
急
連
絡
先
が
わ

か
る
よ
う
、
緊
急
ス
テ
ッ
カ
ー
が
入
っ
た

筒
を
設
置
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
訪
問
と
合
わ
せ
て
内
容
の
更
新
、

新
た
に
必
要
な
方
へ
の
交
付
を
し
て
お
り
、

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
は

町
長

建
設
課
長

福
祉
課
担
当
課
長

緊
急
連
絡
先
わ
か
り
や
す
く

▲天塩町の65歳以上の割合は全道平均より高い水準が続くことが見込まれる
（出典）国立社会保障・人口問題研究所（2023年）

37.2
38.6

33.7
35.3

37.0 39.7

42.9
41.241.040.9

32.1

総人口に占める65歳以上の割合

2020年

50.0％

45.0％

40.0％

35.5％

30.0％
2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

　

答
弁
を
聞
き
、
安
心
し
た
。
先
日
、
小

学
生
た
ち
が
挨
拶
を
し
て
く
れ
、
自
分
か

ら
挨
拶
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え

ら
れ
た
。
今
後
、
行
政
で
は
見
守
り
が
難

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
。
高
齢

者
の
割
合
が
人
口
の
半
分
近
く
に
な
っ
て

い
く
中
、
町
民
み
ん
な
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
内
会
を
通
じ
て
見
守
り
体

制
を
整
え
る
べ
き
で
は
。

　

天
塩
町
は
福
祉
と
教
育
に
関
し
て
、
対

策
が
進
ん
で
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

指
摘
を
含
め
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
が
増
え
て
い
く
中
で
も
孤
独

に
さ
せ
ず
、
連
絡
先
が
し
っ
か
り
わ
か
る

よ
う
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
体

制
づ
く
り
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
長

長山 志津子 議員

41.541.5

42.642.6

天塩町

北海道
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一般質問
　

町
長
は
、
重
点
政
策
の
中
で
町
民
と
の

対
話
・
協
働
・
調
和
を
重
視
し
た
町
政
を

目
指
す
と
し
て
、
5
本
の
柱
を
掲
げ
当
選

し
た
。
そ
れ
か
ら
3
年
が
経
過
し
た
今
、

こ
れ
ら
の
実
現
・
進
捗
状
況
、
今
後
の
課

題
と
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
取
組

を
質
問
す
る
。

①
公
約
の
中
で
達
成
さ
れ
た
も
の
は
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
商
品
開
発

が
不
可
欠
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
た
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い
の
か
。

③
病
院
運
営
に
関
し
て
、
経
営
状
況
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
元
病
院
を
受
診

し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な

る
と
考
え
る
が
、
病
院
の
赤
字
額
は
。

④
様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
町
政
の

か
じ
取
り
を
し
っ
か
り
と
お
願
い
し
た
い
。

①
産
業
・
子
育
て
分
野
で
一
定
の
成
果
が

表
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
初
想

定
し
て
い
た
形
で
の
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
政
策
に
つ
い
て
は
社
会
情
勢
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
最
も
効
果
的
な
手
段
を
検
討
し
、

・新規就農者確保に向けたイベ
　ントへの参加
・地方創生支援官の助言を受け
　ながら新規就農者・既存農業
　者支援策に係る計画を策定

〈町立病院〉
・物価高騰、患者の減少で極め
　て厳しい経営環境

・小中学校の給食費を無償化
・妊娠期・出産後に必要な各種
　検診費用の助成
・子ども子育て応援ガイドの作
　成・配布
・遊具を整備（２か所）

〈物価高騰対策〉
・令和７年度、町民生活応援券、
　燃料券を配布
・事業者支援金を交付
・プレミアム付商品券を発行

〈ふるさと納税〉
・制度の見直しなどで厳しいな
　がらも一定水準は維持。地場
　産業・地域経済への波及効果
　は得られている

全産業の振興
と後継者育成

医療の充実と
お年寄りに
優しい
まちづくり

子どもの
笑顔を増やす

安全・安心・
快適な
まちづくり

自主財源の
確保

重点政策
◎重点政策　5本の柱の進捗状況と今後 （答弁より）

進捗状況 〈これまで〉 今後 〈これから〉
・天塩町営農担い手協議会を核
　に地域ぐるみの経営継承を加
　速化

・近隣医療機関等との連携を一
　層強化
・電子カルテの導入で業務効率化
・国・道に対し、財政支援・診
　療報酬改定を強く求める

・こども家庭センターを設置し、
　家庭状況に丁寧に寄り添いな
　がら町全体で子どもと家庭を
　支える体制づくり

・町民生活支援券（1人13,000
　円分）を配布
・個人事業主に事業者支援金
　（1事業者5万円）を交付
・プレミアム付商品券を発行

・新規返礼品の開拓、情報発信、
　事業者との連携を一層強化

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
政
策

目
標
の
達
成
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

※
各
重
点
政
策
の
詳
細
は
表
の
と
お
り
。

②
夏
以
降
に
向
け
て
目
星
を
つ
け
て
い
る

商
品
が
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
方
法
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

③
一
般
財
源
か
ら
の
持
出
し
が
増
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
に
病
院
が
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
の
で
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

④
挑
戦
し
、
町
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
勢

を
持
っ
て
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
各
種
補
助
金
・
交
付
金
を
加
味
し
た
実

赤
字
額
は
、
令
和
元
年
度
で
約
1
億
8
千

万
円
、
令
和
4
年
度
で
約
2
億
5
6
0
0

万
円
、
令
和
7
年
度
は
見
込
み
で
約
3
億

1
6
0
0
万
円
で
す
。

町
長
公
約
の
進
捗
と
今
後
は

副
町
長

町
長

山本 春光 議員
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今
後
も
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

学
校
編
成
も
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
。
2
0
1
6
年
に
小
学
校
か
ら

中
学
校
ま
で
の
9
年
間
を
一
貫
と
し
た
義

務
教
育
学
校
が
制
度
化
さ
れ
た
。
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
両
方
が
あ
る
と
思
う
が

早
め
の
検
討
が
必
要
で
は
。

　

町
内
の
児
童
・
生
徒
数
は
令
和
7
年
度

1
4
0
名
、
令
和
8
年
度
は
1
3
0
名
で

6
年
後
に
は
1
0
0
名
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
へ
変
更
す
る
場
合
、
既

存
の
校
舎
を
増
改
築
す
る
か
、
新
築
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
費
用
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
長
期
的
に
は
将
来
を
見
据
え
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
町
長
は
公
約
で
老
朽
化
が
進
む
施
設
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
費
用
を
抑
え
る
こ

と
で
施
設
は
古
く
て
も
使
い
続
け
ら
れ
る

と
言
っ
て
い
る
。
小
中
学
校
の
今
後
は
。

②
現
在
、
小
学
校
は
1
ク
ラ
ス
10
〜
12
名
、

中
学
校
は
17
〜
18
名
と
聞
く
。
複
式
学
級

の
要
件
は
。

③
小
学
校
・
中
学
校
の
教
員
免
許
の
違
い

は
。

①
小
学
校
は
12
年
、
中
学
校
は
28
年
経
過

し
、
将
来
的
に
ど
う
す
る
か
を
検
討
し
な

が
ら
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
義
務
教
育
学
校
で
は
1

年
生
か
ら
9
年
生
ま
で
体
力
の
差
が
あ
り
、

施
設
を
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
町
村
で
は
新
築
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
将
来
に
つ
い
て
、
柔
軟
に
考
え

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
小
学
校
で
は
2
学
年
で
16
人
以
下
（
た

だ
し
1
年
生
を
含
む
場
合
は
8
人
以
下
）、

中
学
校
で
は
全
学
年
8
人
以
下
、
2
学
年

で
8
人
以
下
と
な
れ
ば
複
式
学
級
と
な
り

ま
す
。

③
小
学
校
の
免
許
で
指
導
で
き
る
の
は
、

小
学
校
と
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
、

中
学
校
の
免
許
で
指
導
で
き
る
の
は
中
学

校
と
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
で
す
。

義
務
教
育
学
校
へ
の
考
え
は

教
育
長

教
育
次
長

教
育
長

町
長

▲天塩中学校

▲天塩小学校

　

認
定
こ
ど
も
園
、
学
童
保
育
が
行
わ
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
老
朽
化
し

て
い
る
中
、
体
育
館
が
一
つ
に
な
れ
ば
、

少
な
い
経
費
で
済
む
の
で
は
。
町
長
の
考

え
は
。

　

先
日
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
中

学
校
の
体
育
館
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

代
替
施
設
と
す
る
方
法
も
あ
る
と
話
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
人
口
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

規
模
が
縮
小
し
て
い
く
中
、
集
約
す
る
部

分
な
ど
、
し
っ
か
り
対
策
を
と
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

石山 直継 議員

他
の
施
設
も
視
野
に
再
編
検
討
を
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一般質問
①
令
和
6
〜
8
年
の
天
塩
高
校
の
受
験
者

数
は
。
二
間
口
維
持
の
た
め
活
動
し
て
い

た
際
と
考
え
方
の
違
い
は
。

②
自
宅
か
ら
通
え
る
高
校
が
地
域
に
あ
る

こ
と
が
必
要
と
す
る
執
行
方
針
は
理
解
す

る
。
生
徒
を
ど
う
や
っ
て
集
め
ら
れ
る
か

に
特
化
す
べ
き
で
は
。

③
高
校
の
魅
力
化
を
進
め
て
い
る
間
に
廃

校
に
至
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
期

成
会
に
よ
る
要
望
活
動
を
進
め
て
い
く
と

し
て
い
る
が
、
悠
長
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
時
期
で
は
な
い
の
で
は
。

　

天
塩
高
校
は
令
和
5
年
度
か
ら
地
域
連

携
特
例
校
（
第
1
学
年
1
学
級
の
高
校
の

う
ち
地
理
的
状
況
か
ら
再
編
が
困
難
か
つ

地
元
か
ら
の
進
学
率
が
高
い
高
校
）
と
な

り
ま
し
た
。
地
域
と
連
携
し
て
高
校
の
特

色
化
・
魅
力
化
、
入
学
者
確
保
に
取
り
組

む
集
中
取
組
期
間
を
設
け
ら
れ
ま
す
。
期

間
中
5
月
1
日
現
在
の
第
1
学
年
の
在
籍

者
数
が
2
年
連
続
で
10
名
未
満
と
な
っ
た

場
合
、
再
編
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

①
令
和
6
年
が
29
名
、
7
年
が
15
名
、
8

年
は
18
名
で
す
。
一
間
口
が
維
持
で
き
な

い
こ
と
は
高
校
が
存
続
で
き
な
い
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
地
理
的
状
況
、
交
通
事

情
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
な
ど
を
訴
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
公
設
民
営
塾
に
よ
る
大
学
進
学
希
望
へ

の
対
応
な
ど
、
生
徒
の
様
々
な
進
路
選
択

に
対
応
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
講
演

会
や
学
校
訪
問
を
重
ね
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

今
後
も
募
集
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

③
天
塩
高
等
学
校
振
興
会
へ
の
助
成
を
通

じ
た
各
種
模
擬
試
験
の
補
助
、
高
大
連
携

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
取
組
、
部
活
動
遠
征
費

補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
、

存
続
期
成
会
を
再
開
さ
せ
、
道
議
会
、
道

教
委
な
ど
へ
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
遠
別
・
幌
延
・
中
川
町
と
連
携
し
て
強

力
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

①
2
年
続
け
て
10
名
と
い
う
ラ
イ
ン
は
そ

う
遠
く
な
い
。
現
在
の
募
集
活
動
で
よ
い

の
か
。
大
学
と
の
連
携
よ
り
も
中
高
連
携

に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
べ
き
で
は
。

②
少
な
く
と
も
中
学
3
年
生
の
半
数
が
地

元
の
高
校
へ
進
学
し
な
け
れ
ば
自
宅
か
ら

通
え
る
高
校
と
は
言
え
な
い
の
で
は
。
保

護
者
だ
け
で
な
く
、
町
民
に
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

で
は
。

①
高
大
連
携
事
業
は
地
域
連
携
特
例
校
と

し
て
天
塩
高
校
は
頑
張
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
小
規
模
校
ゆ
え
に
希
望
す
る
進
路
に
向

か
っ
て
先
生
方
が
懇
切
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
て
お
り
、
こ
の
優
位
性
を
Ｐ
Ｒ

天
塩
高
校
ど
う
す
る町

長

町
長

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

①
中
学
生
・
高
校
生
が
相
互
に
行
き
来
す

る
場
も
設
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
連
携

を
強
め
な
が
ら
天
塩
高
校
へ
の
進
学
者
の

確
保
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
天
塩
高
校

の
存
続
を
考
え
な
け
れ
ば
か
な
り
厳
し
い

状
況
。
町
内
の
中
学
生
と
保
護
者
に
対
し
、

Ｐ
Ｒ
目
的
の
訪
問
を
し
て
い
る
か
。

　

ま
だ
訪
問
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
は

行
う
意
欲
を
持
っ
て
い
ま
す
。

渡辺 修勝 議員

▲天塩高校

教
育
長

町
長



今回の表紙

この議会だよりは、わかりやすく、読みやすい　　　　　　を使用しています。

はまなす学園大学 入学式・始業式

４月17日、社会福祉会館で入学式・始業式が行われ、新たに５
名が加わり、総勢30名となりました。入学生代表が「かつて職員
として関わり、とても楽しかった。互いを尊重しあい、助け合って
学びを深めたい」と当時の思い出を交えながら誓いの言葉を述べて
いたのが印象的でした。

　現代社会を充実した社会生活にするために、健康・
スポーツ・社会問題など色々な知識や生活技術を身に
つけ、現代社会における生きがいを発見し、高めてい
くことを趣旨としています。年間15日間程度、主に
社会福祉会館で開設されます。
町内に居住する60歳以上の方たちが、修学旅行や
校外学習、軽スポーツなどを行っています。

はまなす学園大学とは？

【発行】天塩町議会 　〠098-3398  北海道天塩郡天塩町新栄通８丁目　☎01632-2-1001（代表）
【編集】議会広報広聴委員会　［委員長］後藤　忍　［副委員長］山本春光　［委員］長山志津子　桑田孝彦　

議会を傍聴しませんか？
第２回定例会は６月17日～18日を予定しています。

議会の動きは天塩町ホームページをチェック 天塩町議会

議会では町民の皆さんから
要望や提案などのご相談を
随時受け付けております。
お気軽に事務局までお問合
せください。

友だち登録
お願いします

議会の情報を
発信しています

今から、今なら、今だから‥‥
と前向きな気持ちで！
「今さら」は後ろ向き。
　　　　　　By教育長（学長）

今から、今なら、今だから‥‥
と前向きな気持ちで！
「今さら」は後ろ向き。
　　　　　　By教育長（学長）

歓迎の言葉
（在校生）
歓迎の言葉
（在校生）

誓いの言葉
（入学生）
誓いの言葉
（入学生）

－人生100年時代－－人生100年時代－


